
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）個々の比率（百分率）は、小数第２位を四捨五入した。このため、各区分における比率の合計が 

100.0%にならない場合がある。 
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大きく不安が増えた

27.2 %

不安が増えた

45.4 %

変わらない

22.1 %

不安は減った

0.5 %

不安は無くなった

0.1 %

わからない

2.3 %

無回答

2.3 %

１ 人とヒグマの共存に関する意識について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【全体】 

「不安が増えた」（45.4％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「大きく不安が増えた」（27.2％）、
「変わらない」（22.1％）の順となっている。     

【圏域別】 

「不安が増えた」については、釧路・根室連携地域（51.6％）が最も割合が高く、次いでオホーツク
連携地域（50.0％）となっている。「大きく不安が増えた」については、道南連携地域（42.0％）が
最も割合が高く、次いで道央広域連携地域（30.4％）となっている。 

【人口規模別】 

「不安が増えた」については、札幌市（49.3％）が最も割合が高く、次いで人口 10 万人以上の市
（47.6％）となっている。「大きく不安が増えた」については、人口 10万人未満の市（34.6％）が最
も割合が高く、次いで札幌市（27.4％）となっている。 

【性別】 

「不安が増えた」については、男性 42.8％、女性 47.6％となっており、「大きく不安が増えた」に
ついては、男性 26.0％、女性 28.6％となっている。 

【年代別】 

「不安が増えた」については、40～49歳（53.6％）が最も割合が高く、次いで 30～39 歳（53.1％）
となっている。「大きく不安が増えた」については、50～59歳（33.5％）が最も割合が高く、次いで
60～69歳（29.9％）となっている。 

【職種別】 

「不安が増えた」については、自由業（60.0％）が最も割合が高く、次いで主婦・主夫（50.7％）と
なっている。「大きく不安が増えた」については、自営業（農林漁業）（34.9％）が最も割合が高く、
次いで主婦・主夫（30.3％）となっている。 

【居住年数別】 

「不安が増えた」については、1～5年未満（57.1％）が最も割合が高く、次いで 5～10年未満（53.3％）
となっている。「大きく不安が増えた」については、10～20年未満（32.4％）が最も割合が高く、次
いで 5～10年未満（28.9％）となっている。 

問１ 過去 10年の間に、あなたがヒグマに対して感じる不安に、変化はありましたか。 

次の中から１つだけお選びください。 

n=766 
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凡例

全体　(n＝766)

圏
域

道央

道南

道北

オホーツク

十勝

釧路・根室

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

町村

無回答

性
別

男性

女性

回答しない

無回答

60～69歳

70歳以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

主婦・主夫

年
代

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

学生

無職

その他

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

①大きく不安が増えた ②不安が増えた ③変わらない
④不安は減った ⑤不安は無くなった ⑥わからない
⑦無回答

①

27.2

30.4

42.0

14.7

13.9

17.6

25.8

14.3

27.4

25.4

34.6

24.7

13.0

26.0

28.6

20.0

15.8

11.1

21.0

28.9

33.5

29.9

27.4

15.8

34.9

21.7

5.0

28.3

28.6

30.3

13.3

27.8

25.6

15.4

21.4

28.6

28.9

32.4

26.8

15.8

②

45.4

45.6

28.0

48.0

50.0

49.0

51.6

38.1

49.3

47.6

43.8

40.3

26.1

42.8

47.6

60.0

31.6

37.0

53.1

53.6

44.3

46.5

42.6

31.6

32.6

39.1

60.0

48.0

48.6

50.7

46.7

41.1

45.1

30.8

35.7

57.1

53.3

39.4

45.2

31.6

③

22.1

19.3

22.0

32.0

30.6

31.4

17.7

23.8

20.0

23.3

14.6

29.9

26.1

27.0

18.5

20.0

26.3

46.3

22.2

15.5

17.7

20.5

22.6

26.3

25.6

30.4

30.0

23.0

21.0

14.1

33.3

23.4

22.0

30.8

35.7

8.2

17.8

25.4

22.9

21.1

④

0.5

0.6

2.8

1.5

1.3

0.3

0.7

3.7

0.4

2.3

3.7

4.1

0.4

⑤
0.1

0.2

0.5

0.3

0.4

0.6

1.4

⑥

2.3

2.8

2.0

2.7

3.2

2.6

2.1

1.5

1.9

8.7

2.6
2.3

5.6

2.1

3.2

0.8

3.0

2.3

4.3

5.0

0.7

1.9

2.8

6.7
3.8

1.2

7.1

2.0

1.4

2.5

5.3

⑦

2.3

1.1

6.0

2.7

2.8

2.0

1.6

23.8

0.7

1.1

3.8

1.9

26.1

1.0

2.3

26.3

1.3

2.4

3.5

26.3

2.3

4.3

2.1

3.2

2.4

23.1

2.3

26.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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ヒグマの生息域は、

人の生活圏に既に

入ってきている

41.1 %

ヒグマの生息域は、

人の生活圏に明らか

に近づいている

36.9 %

ヒグマの生息域は、

人の生活圏に少しず

つ近づいてきている

15.1 %

ヒグマの生息域と人

の生活圏の棲（す）

み分けは、きちんと

できている

1.0 %

わからない

3.3 %

無回答

2.5 %
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【全体】 

「ヒグマの生息域は、人の生活圏に既に入ってきている」（41.1％）と答えた方の割合が最も高く、
次いで「ヒグマの生息域は、人の生活圏に明らかに近づいている」（36.9％）、「ヒグマの生息域は、
人の生活圏に少しずつ近づいてきている」（15.1％）の順となっている。 

【圏域別】 

「ヒグマの生息域は、人の生活圏に既に入ってきている」については、道央広域連携地域（46.1％）
が最も割合が高く、次いで釧路・根室連携地域（45.2％）となっている。「ヒグマの生息域は、人の
生活圏に明らかに近づいている」については、道北連携地域（45.3％）が最も割合が高く、次いでオ
ホーツク連携地域（41.7％）となっている。 

【人口規模別】 

「ヒグマの生息域は、人の生活圏に既に入ってきている」については、札幌市（47.4％）が最も割合
が高く、次いで人口 10万人未満の市（46.9％）となっている。「ヒグマの生息域は、人の生活圏に明
らかに近づいている」については、人口 10万人以上の市（41.8％）が最も割合が高く、次いで人口
10 万人未満の市（36.2％）となっている。 

【性別】 

「ヒグマの生息域は、人の生活圏に既に入ってきている」については、男性 39.5％、女性 43.4％と
なっており、「ヒグマの生息域は、人の生活圏に明らかに近づいている」については、男性 38.5％、
女性 35.8％となっている。 

【年代別】 

「ヒグマの生息域は、人の生活圏に既に入ってきている」については、40～49歳（54.6％）が最も
割合が高く、次いで 50～59 歳（53.2％）となっている。「ヒグマの生息域は、人の生活圏に明らか
に近づいている」については、30～39歳（45.7％）が最も割合が高く、次いで 60～69 歳（42.5％）
となっている。 

【職種別】 

「ヒグマの生息域は、人の生活圏に既に入ってきている」については、その他（50.0％）が最も割
合が高く、次いで事務職系（48.0％）となっている。「ヒグマの生息域は、人の生活圏に明らかに近
づいている」については、自由業（55.0％）が最も割合が高く、次いで主婦・主夫（43.0％）となっ
ている。 

【居住年数別】 

問２ 一昔前に比べ、「ヒグマの生息域」と「人の生活圏」との関わりについて、どのように感じています

か。 

あてはまるものを１つだけお選びください。 

 

「ヒグマの生息域は、人の生活圏に既に入ってきている」については、5～10年未満（55.6％）が最
も割合が高く、次いで 10～20 年未満（52.1％）となっている。「ヒグマの生息域は、人の生活圏に
明らかに近づいている」については、20 年以上（38.9％）が最も割合が高く、次いで 1～5 年未満
（36.7％）となっている。 

n=766 
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無職

その他

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

60～69歳

70歳以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

主婦・主夫

年
代

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

学生

性
別

男性

女性

回答しない

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

町村

無回答

凡例

全体　(n＝766)

圏
域

道央

道南

道北

オホーツク

十勝

釧路・根室

無回答

①ヒグマの生息域は、人の生活圏に既に入ってきている
②ヒグマの生息域は、人の生活圏に明らかに近づいている
③ヒグマの生息域は、人の生活圏に少しずつ近づいてきている
④ヒグマの生息域と人の生活圏の棲（す）み分けは、きちんとできている
⑤わからない ⑥無回答

①

41.1

46.1

38.0

25.3

33.3

31.4

45.2

19.0

47.4

34.9

46.9

36.4

17.4

39.5

43.4

30.0

21.1

42.6

29.6

54.6

53.2

39.4

33.5

21.1

34.9

39.1

30.0

48.0

44.8

38.0

40.0

36.7

50.0

23.1

42.9

44.9

55.6

52.1

39.1

15.8

②

36.9

35.0

36.0

45.3

41.7

41.2

33.9

42.9

34.8

41.8

36.2

35.1

39.1

38.5

35.8

30.0

42.1

22.2

45.7

34.0

31.0

42.5

39.1

42.1

41.9

30.4

55.0

30.9

40.0

43.0

33.3

36.1

30.5

38.5

21.4

36.7

26.7

29.6

38.9

42.1

③

15.1

13.6

16.0

17.3

22.2

25.5

12.9

9.5

15.2

16.9

7.7

20.1

8.7

15.8

14.8

30.0

5.3

27.8

17.3

7.2

10.1

14.2

19.6

5.3

18.6

17.4

5.0

18.4

12.4

14.8

20.0

16.5

11.0

11.5

21.4

8.2

15.6

16.9

15.7

5.3

④

1.0

0.6

4.0

2.8

4.8

0.4

1.6

2.3

4.3

1.0

0.9

5.3

3.7

3.7

0.6

0.4

5.3

2.3

0.7

1.0

0.6

3.7

3.8

7.1

6.1

2.2

0.4

5.3

⑤

3.3

3.6

4.0

4.0

4.8

1.5

3.2

3.8

5.8

4.3

3.3

3.2

10.0

3.7

3.7

4.1

3.8

0.8

3.9

8.7

10.0

1.3

1.9

2.8

6.7

7.0

1.2

7.1

4.1

1.4

3.5

5.3

⑥

2.5

1.1

6.0

4.0

2.0

3.2

23.8

0.7

1.6

3.1

2.6

26.1

2.0

1.8

26.3

1.3

3.1

3.5

26.3

2.3

4.3

0.7

1.4

3.2

3.7

23.1

2.5

26.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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13.1 

21.7 

44.8 

11.6 

36.6 

2.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

通学や通勤時など日常生活の中で、不安を抱いて生活する

ようになった

朝夕など人気（ひとけ）のない場所での散歩を避けるよう

になった

登山や川釣り、山菜採り、遊歩道の散策、キャンプなど、

野山での活動は慎重に行うようになった

鈴や笛、クマ撃退スプレーなどのクマ対策グッズを備える

ようになった

普段の生活に変化が出るほどは心配していない

無回答

  
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【全体】 

「登山や川釣り、山菜採り、遊歩道の散策、キャンプなど、野山での活動は慎重に行うようになっ
た」（44.8％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「普段の生活に変化が出るほどは心配していな
い」（36.6％）、「朝夕など人気（ひとけ）のない場所での散歩を避けるようになった」（21.7％）の
順となっている。 

【圏域別】 

「登山や川釣り、山菜採り、遊歩道の散策、キャンプなど、野山での活動は慎重に行うようになっ
た」については、道北連携地域（50.7％）が最も割合が高く、次いで道央広域連携地域（48.2％）と
なっている。「普段の生活に変化が出るほどは心配していない」については、十勝連携地域（51.0％）
が最も割合が高く、次いでオホーツク連携地域（50.0％）となっている。 

【人口規模別】 

「登山や川釣り、山菜採り、遊歩道の散策、キャンプなど、野山での活動は慎重に行うようになっ
た」については、人口 10万人未満の市（51.5％）が最も割合が高く、次いで町村（46.1％）となっ
ている。「普段の生活に変化が出るほどは心配していない」については、人口10万人以上の市（41.3％）
が最も割合が高く、次いで町村（37.7％）となっている。 

【性別】 

「登山や川釣り、山菜採り、遊歩道の散策、キャンプなど、野山での活動は慎重に行うようになっ
た」については、男性 50.0％、女性 41.8％となっており、「普段の生活に変化が出るほどは心配し
ていない」については、男性 35.2％、女性 37.0％となっている。 

【年代別】 

「登山や川釣り、山菜採り、遊歩道の散策、キャンプなど、野山での活動は慎重に行うようになっ
た」については、30～39 歳（60.5％）が最も割合が高く、次いで 40～49 歳（54.6％）となってい
る。「普段の生活に変化が出るほどは心配していない」については、18～29歳（63.0％）が最も割合
が高く、次いで 70歳以上（37.4％）となっている。 

【職種別】 

「登山や川釣り、山菜採り、遊歩道の散策、キャンプなど、野山での活動は慎重に行うようになっ
た」については、自営業（農林漁業）（60.5％）が最も割合が高く、次いで労務職系（52.4％）とな
っている。「普段の生活に変化が出るほどは心配していない」については、学生（66.7％）が最も割
合が高く、次いで自由業（45.0％）となっている。 

【居住年数別】 

「登山や川釣り、山菜採り、遊歩道の散策、キャンプなど、野山での活動は慎重に行うようになっ
た」については、1～5年未満（67.3％）が最も割合が高く、次いで 1年未満（64.3％）となってい
る。「普段の生活に変化が出るほどは心配していない」については、1年未満（42.9％）が最も割合
が高く、次いで 20年以上（39.4％）となっている。 

 

  

問３ 近年のヒグマの出没の状況に対する、あなたの行動に変化はありましたか。 

あてはまるものをいくつでもお選びください。 

 

n=766 
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居
住
年
数

1年未満

20年以上

無回答

10～20年未満

1～5年未満

5～10年未満

事務職系

その他

無回答

学生

無職

自営業（商工サービス業）

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

年
代

18～29歳

労務職系

主婦・主夫

自由業

70歳以上

50～59歳

30～39歳

40～49歳

60～69歳

性
別

男性

その他

回答しない

女性

人
口
規
模

札幌市

圏
域

道央

人口10万人未満の市

町村

人口10万人以上の市

無回答

釧路・根室

オホーツク

道南

道北

十勝

無回答

全体（n=766）

通学や通勤時など日常生活の

中で、不安を抱いて生活する

ようになった

朝夕など人気（ひとけ）

のない場所での散歩を避

けるようになった

登山や川釣り、山菜採り、遊歩道

の散策、キャンプなど、野山での

活動は慎重に行うようになった

13.1 

13.6 

22.0 

2.7 

8.3 

11.8 

19.4 

9.5 

10.4 

13.8 

15.4 

15.6 

8.7 

9.9 

15.5 

10.0 

10.5 

7.4 

14.8 

20.6 

16.5 

12.6 

8.7 

10.5 

18.6 

13.0 

5.0 

14.5 

19.0 

15.5 

13.3 

7.6 

8.5 

11.5 

14.3 

6.1 

24.4 

15.5 

12.5 

10.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

21.7 

21.4 

26.0 

17.3 

27.8 

15.7 

24.2 

28.6 

20.4 

16.4 

26.2 

27.3 

17.4 

19.1 

24.0 

0.0 

21.1 

11.1 

13.6 

14.4 

22.2 

28.3 

26.1 

21.1 

27.9 

17.4 

10.0 

17.8 

9.5 

36.6 

6.7 

24.1 

17.1 

23.1 

28.6 

20.4 

33.3 

15.5 

21.5 

21.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

44.8 

48.2 

36.0 

50.7 

30.6 

29.4 

46.8 

23.8 

45.6 

40.7 

51.5 

46.1 

21.7 

50.0 

41.8 

50.0 

26.3 

33.3 

60.5 

54.6 

46.8 

46.5 

37.0 

26.3 

60.5 

52.2 

45.0 

51.3 

52.4 

45.8 

40.0 

32.3 

41.5 

26.9 

64.3 

67.3 

53.3 

49.3 

41.7 

26.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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居
住
年
数

1年未満

5～10年未満

20年以上

無回答

10～20年未満

1～5年未満

事務職系

その他

無回答

学生

無職

自営業（商工サービス業）

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

労務職系

主婦・主夫

自由業

70歳以上

50～59歳

30～39歳

年
代

18～29歳

40～49歳

60～69歳

性
別

男性

その他

回答しない

女性

人
口
規
模

札幌市

人口10万人未満の市

町村

人口10万人以上の市

無回答

釧路・根室

オホーツク

道南

圏
域

道央

道北

十勝

無回答

鈴や笛、クマ撃退スプレーな

どのクマ対策グッズを備える

ようになった

普段の生活に変化が出る

ほどは心配していない
無回答

全体（n=766） 11.6 

10.6 

16.0 

14.7 

13.9 

5.9 

16.1 

9.5 

8.1 

13.2 

12.3 

14.9 

13.0 

14.1 

9.9 

10.0 

10.5 

1.9 

8.6 

15.5 

14.6 

12.6 

10.9 

10.5 

18.6 

13.0 

15.0 

13.2 

18.1 

12.7 

0.0 

7.0 

6.1 

7.7 

21.4 

12.2 

13.3 

9.9 

11.3 

15.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

36.6 

34.2 

36.0 

36.0 

50.0 

51.0 

35.5 

38.1 

37.0 

41.3 

26.2 

37.7 

43.5 

35.2 

37.0 

60.0 

36.8 

63.0 

28.4 

32.0 

36.7 

31.5 

37.4 

42.1 

30.2 

30.4 

45.0 

37.5 

33.3 

29.6 

66.7 

43.0 

36.6 

34.6 

42.9 

24.5 

17.8 

32.4 

39.4 

36.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

2.9 

1.7 

2.0 

6.7 

0.0 

3.9 

1.6 

23.8 

1.1 

1.1 

3.8 

3.9 

26.1 

2.0 

2.3 

0.0 

31.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

3.9 

4.8 

26.3 

2.3 

4.3 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

3.8 

6.1 

23.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

26.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0



15 

 

61.6 

37.3 

19.5 

4.7 

2.9 

2.1 

2.5 

27.9 

1.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

出没情報に気をつける

ゴミの適切な処理

鈴や笛など音の出るものを持参して人の存在を知らせる

クマ撃退スプレーの持参

鉈（なた）等の持参

電気柵の設置など防除対策

その他

特に何もしていない

無回答

  

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【全体】 

「出没情報に気をつける」（61.6％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「ゴミの適切な処理」
（37.3％）、「特に何もしていない」（27.9％）の順となっている。 

【圏域別】 

「出没情報に気をつける」については、道南連携地域（70.0％）が最も割合が高く、次いで釧路・根
室連携地域（64.5％）となっている。「ゴミの適切な処理」については、釧路・根室連携地域（51.6％）
が最も割合が高く、次いで道央広域連携地域（38.4％）となっている。 

【人口規模別】 

「出没情報に気をつける」については、人口 10万人未満の市（70.0％）が最も割合が高く、次いで
町村（63.6％）となっている。「ゴミの適切な処理」については、人口 10万人未満の市（46.9％）が
最も割合が高く、次いで町村（44.2％）となっている。 

【性別】 

「出没情報に気をつける」については、男性 59.5％、女性 64.7％となっており、「ゴミの適切な処
理」については、男性 33.9％、女性 40.4％となっている。 

【年代別】 

「出没情報に気をつける」については、40～49 歳（75.3％）が最も割合が高く、次いで 30～39 歳
（69.1％）となっている。「ゴミの適切な処理」については、70歳以上（46.5％）が最も割合が高く、
次いで 60～69歳（39.4％）となっている。 

【職種別】 

「出没情報に気をつける」については、自営業（農林漁業）（72.1％）が最も割合が高く、次いで労
務職系（70.5％）となっている。「ゴミの適切な処理」については、主婦・主夫（49.3％）が最も割
合が高く、次いで無職（38.0％）となっている。 

【居住年数別】 

 

  

問４ あなた自身が行っているヒグマ対策はありますか。 

行ったことがあるものについて、次の中からいくつでもお選びください。 

 

「出没情報に気をつける」については、1年未満（85.7％）が最も割合が高く、次いで 5～10年未満
（77.8％）となっている。「ゴミの適切な処理」については、5～10年未満（48.9％）が最も割合が
高く、次いで 20年以上（37.7％）となっている。  

n=766 
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居
住
年
数

1年未満

20年以上

無回答

10～20年未満

1～5年未満

5～10年未満

その他

無回答

学生

無職

自営業（商工サービス業）

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

年
代

18～29歳

労務職系

主婦・主夫

自由業

事務職系

70歳以上

50～59歳

30～39歳

40～49歳

60～69歳

性
別

男性

人口10万人未満の市

町村

その他

回答しない

女性

人口10万人以上の市

無回答

人
口
規
模

札幌市

圏
域

道央

無回答

釧路・根室

オホーツク

道南

道北

十勝

全体（n=766）

出没情報に気をつける ゴミの適切な処理

鈴や笛など音の出るもの

を持参して人の存在を知

らせる

61.6 

64.3 

70.0 

53.3 

55.6 

49.0 

64.5 

42.9 

60.4 

59.3 

70.0 

63.6 

34.8 

59.5 

64.7 

40.0 

36.8 

42.6 

69.1 

75.3 

68.4 

66.9 

52.2 

36.8 

72.1 

65.2 

40.0 

70.4 

70.5 

64.8 

33.3 

50.6 

59.8 

42.3 

85.7 

69.4 

77.8 

70.4 

58.8 

36.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

37.3 

38.4 

38.0 

30.7 

36.1 

25.5 

51.6 

23.8 

34.8 

29.6 

46.9 

44.2 

30.4 

33.9 

40.4 

30.0 

26.3 

16.7 

22.2 

38.1 

38.0 

39.4 

46.5 

26.3 

34.9 

21.7 

25.0 

36.8 

32.4 

49.3 

13.3 

38.0 

36.6 

34.6 

21.4 

32.7 

48.9 

36.6 

37.7 

26.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

19.5 

18.0 

20.0 

28.0 

16.7 

17.6 

25.8 

9.5 

15.2 

17.5 

22.3 

27.3 

17.4 

23.0 

17.1 

30.0 

10.5 

3.7 

14.8 

23.7 

20.3 

22.0 

21.7 

10.5 

27.9 

30.4 

25.0 

19.7 

23.8 

20.4 

6.7 

17.7 

11.0 

11.5 

28.6 

26.5 

22.2 

18.3 

18.7 

15.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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居
住
年
数

1年未満

5～10年未満

20年以上

無回答

10～20年未満

1～5年未満

事務職系

その他

無回答

学生

無職

自営業（商工サービス業）

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

労務職系

主婦・主夫

自由業

70歳以上

50～59歳

30～39歳

年
代

18～29歳

40～49歳

60～69歳

性
別

男性

人口10万人未満の市

町村

その他

回答しない

女性

人口10万人以上の市

無回答

人
口
規
模

札幌市

無回答

釧路・根室

オホーツク

道南

圏
域

道央

道北

十勝

全体（n=766）

クマ撃退スプレーの持参 鉈（なた）等の持参
電気柵の設置など防除対

策

4.7 

3.2 

2.0 

9.3 

2.8 

3.9 

14.5 

4.8 

3.3 

6.3 

4.6 

5.2 

4.3 

7.2 

3.0 

0.0 

5.3 

1.9 

0.0 

8.2 

3.8 

5.5 

5.7 

5.3 

7.0 

4.3 

5.0 

3.9 

9.5 

4.9 

0.0 

4.4 

0.0 

3.8 

14.3 

14.3 

6.7 

2.8 

3.7 

5.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

2.9 

1.9 

8.0 

2.7 

5.6 

3.9 

4.8 

0.0 

0.7 

3.7 

5.4 

3.9 

0.0 

5.6 

1.2 

0.0 

0.0 

1.9 

2.5 

3.1 

2.5 

2.4 

3.9 

0.0 

11.6 

4.3 

0.0 

2.0 

3.8 

2.8 

6.7 

2.5 

0.0 

0.0 

7.1 

2.0 

2.2 

4.2 

2.8 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

2.1 

1.5 

4.0 

4.0 

5.6 

0.0 

3.2 

0.0 

0.4 

1.1 

4.6 

4.5 

0.0 

2.6 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

2.1 

1.3 

3.1 

2.6 

0.0 

14.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

4.2 

0.0 

1.3 

1.2 

0.0 

0.0 

4.1 

0.0 

1.4 

2.3 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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居
住
年
数

1年未満

5～10年未満

20年以上

無回答

10～20年未満

1～5年未満

事務職系

その他

無回答

学生

無職

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

無回答

職
種

労務職系

主婦・主夫

自由業

60～69歳

70歳以上

50～59歳

30～39歳

年
代

18～29歳

40～49歳

性
別

人口10万人未満の市

町村

その他

回答しない

男性

女性

札幌市

人口10万人以上の市

無回答

人
口
規
模

無回答

十勝

釧路・根室

オホーツク

道南

圏
域

道央

道北

全体（n=766）

その他 特に何もしていない 無回答

2.5 

2.3 

2.0 

1.3 

5.6 

2.0 

1.6 

9.5 

0.7 

3.2 

3.8 

2.6 

8.7 

2.6 

2.1 

0.0 

10.5 

0.0 

2.5 

1.0 

3.2 

1.6 

3.0 

10.5 

4.7 

0.0 

10.0 

2.6 

1.9 

2.1 

0.0 

1.9 

1.2 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

2.8 

2.6 

10.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

27.9 

26.3 

22.0 

32.0 

36.1 

39.2 

24.2 

33.3 

30.4 

28.0 

22.3 

27.9 

30.4 

27.6 

27.5 

60.0 

26.3 

51.9 

23.5 

20.6 

25.9 

23.6 

30.4 

31.6 

14.0 

34.8 

30.0 

24.3 

23.8 

26.8 

60.0 

34.8 

26.8 

30.8 

14.3 

20.4 

17.8 

26.8 

29.9 

26.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1.4 

1.1 

0.0 

2.7 

0.0 

2.0 

0.0 

14.3 

1.5 

1.1 

0.8 

0.6 

13.0 

1.3 

0.7 

0.0 

21.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.0 

2.6 

15.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

1.4 

0.0 

2.5 

1.2 

11.5 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

1.2 

15.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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【A】 
捕獲して 

積極的に数を減
らすべき 

A である 
どちらかと
いうと A で

ある 

どちらでも
ない 

どちらかと
いうと B で

ある 
B である 

【B】 
できるだけ 
殺さずに 
対応すべき 

1 2 3 4 5 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【全体】 

「どちらかというと Aである」（33.0％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「Aである」（26.0％）、
「どちらかというと Bである」（18.9％）の順となっている。 

【圏域別】 

「どちらかというと A である」については、十勝連携地域（39.2％）が最も割合が高く、次いで釧
路・根室連携地域（37.1％）となっている。「Aである」については、オホーツク連携地域（33.3％）
が最も割合が高く、次いで道南連携地域（30.0％）となっている。 

【人口規模別】 

「どちらかというと Aである」については、人口 10万人未満の市（36.9％）が最も割合が高く、次
いで町村（35.1％）となっている。「A である」については、町村（28.6％）が最も割合が高く、次
いで人口 10万人未満の市（26.9％）となっている。 

【性別】 

「どちらかというと Aである」については、男性 35.9％、女性 31.9％となっており、「Aである」に
ついては、男性 28.6％、女性 24.0％となっている。 

【年代別】 

「どちらかというと Aである」については、70歳以上（39.1％）が最も割合が高く、次いで 40～49
歳（36.1％）となっている。「A である」については、70 歳以上（30.0％）が最も割合が高く、次い
で 40～49歳（28.9％）となっている。 

【職種別】 

「どちらかというと A である」については、学生（46.7％）が最も割合が高く、次いで主婦・主夫
（38.0％）となっている。「A である」については、自営業（商工サービス業）（39.1％）が最も割合
が高く、次いで無職（30.4％）となっている。 

【居住年数別】 

「どちらかというと Aである」については、10～20年未満（35.2％）が最も割合が高く、次いで 20
年以上（33.8％）となっている。「A である」については、1 年未満（28.6％）が最も割合が高く、
次いで 10～20年未満（28.2％）となっている。 

問５ ヒグマに対する『【A】捕獲して積極的に数を減らすべき』と『【B】できるだけ殺さずに対応すべ

き』の考え方に対する、あなたの考えをうかがいます。 

あてはまるものを１つだけお選びください。 

 

Aである

26.0 %

どちらかというとA

である

33.0 %

どちらでもない

10.8 %

どちらかというとB

である

18.9 %

Bである

7.6 %

無回答

3.7 %

n=766 
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無職

その他

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

60～69歳

70歳以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

主婦・主夫

年
代

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

学生

性
別

男性

女性

回答しない

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

町村

無回答

凡例

全体　(n＝766)

圏
域

道央

道南

道北

オホーツク

十勝

釧路・根室

無回答

①Aである ②どちらかというとAである ③どちらでもない
④どちらかというとBである ⑤Bである ⑥無回答

①

26.0

26.1

30.0

20.0

33.3

19.6

25.8

38.1

25.2

22.8

26.9

28.6

39.1

28.6

24.0

10.0

36.8

24.1

16.0

28.9

20.9

28.3

30.0

36.8

30.2

39.1

15.0

24.3

24.8

26.1

20.0

30.4

15.9

38.5

28.6

22.4

26.7

28.2

25.5

36.8

②

33.0

33.8

28.0

28.0

33.3

39.2

37.1

19.0

32.6

31.2

36.9

35.1

17.4

35.9

31.9

20.0

21.1

18.5

33.3

36.1

30.4

30.7

39.1

21.1

32.6

17.4

15.0

28.3

35.2

38.0

46.7

36.1

34.1

23.1

28.6

28.6

31.1

35.2

33.8

21.1

③

10.8

10.2

12.0

13.3

5.6

13.7

12.9

9.5

10.4

14.3

6.2

11.7

8.7

10.5

11.1

20.0

5.3

16.7

13.6

9.3

13.9

9.4

7.8

10.5

11.6

13.0

10.0

13.8

12.4

8.5

13.3

10.1

7.3

11.5

7.1

16.3

8.9

11.3

10.7

5.3

④

18.9

19.7

16.0

22.7

8.3

19.6

17.7

14.3

19.6

19.0

17.7

19.5

13.0

14.1

22.2

30.0

15.8

24.1

30.9

15.5

24.7

21.3

10.0

15.8

18.6

13.0

30.0

22.4

19.0

16.2

6.7

13.3

31.7

11.5

14.3

20.4

28.9

18.3

18.3

15.8

⑤

7.6

7.2

12.0

8.0

11.1

5.9

6.5

4.8

8.5

9.5

7.7

3.2

8.7

7.2

7.6

20.0

5.3

14.8

4.9

10.3

7.6

8.7

5.2

5.3

2.3

13.0

30.0

9.2

6.7

6.3

13.3

5.7

7.3

3.8

21.4

8.2

4.4

7.0

7.6

5.3

⑥

3.7

3.0

2.0

8.0

8.3

2.0

14.3

3.7

3.2

4.6

1.9

13.0

3.6

3.2

15.8

1.9

1.2

2.5

1.6

7.8

10.5

4.7

4.3

2.0

1.9

4.9

4.4

3.7

11.5

4.1

4.0

15.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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52.1 

56.0 

52.6 

24.8 

9.0 

46.3 

31.9 

4.7 

1.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ヒグマの正しい知識を普及すべきである

ヒグマを捕獲する技術者を育成すべきである

ヒグマの事故や被害を防ぐ地域の体制を構築すべきである

農地や市街地の周りに電気柵を設置するなど被害防除対策

を進めるべきである

ヒグマを狩猟や観光の対象となる資源として有効に活用す

べきである

生息状況などの調査・研究を推進すべきである

ヒグマの生息域は良好な生息環境を図るべきである

その他

無回答

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【全体】 

「ヒグマを捕獲する技術者を育成すべきである」（56.0％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「ヒ
グマの事故や被害を防ぐ地域の体制を構築すべきである」（52.6％）、「ヒグマの正しい知識を普及す
べきである」（52.1％）の順となっている。 

【圏域別】 

「ヒグマを捕獲する技術者を育成すべきである」については、オホーツク連携地域（61.1％）が最も
割合が高く、次いで道央広域連携地域（57.3％）となっている。「ヒグマの事故や被害を防ぐ地域の
体制を構築すべきである」については、釧路・根室連携地域（58.1％）が最も割合が高く、次いで十
勝連携地域（56.9％）となっている。 

【人口規模別】 

「ヒグマを捕獲する技術者を育成すべきである」については、人口 10万人未満の市（66.2％）が最
も割合が高く、次いで町村（55.2％）となっている。「ヒグマの事故や被害を防ぐ地域の体制を構築
すべきである」については、町村（56.5％）が最も割合が高く、次いで札幌市（53.0％）となってい
る。 

【性別】 

「ヒグマを捕獲する技術者を育成すべきである」については、男性 55.3％、女性 56.8％となってお
り、「ヒグマの事故や被害を防ぐ地域の体制を構築すべきである」については、男性 52.0％、女性
53.3％となっている。 

【年代別】 

「ヒグマを捕獲する技術者を育成すべきである」については、70歳以上（60.9％）が最も割合が高
く、次いで 60～69 歳（59.8％）となっている。「ヒグマの事故や被害を防ぐ地域の体制を構築すべ
きである」については、60～69歳（63.8％）が最も割合が高く、次いで 30～39歳（59.3％）となっ
ている。 

【職種別】 

「ヒグマを捕獲する技術者を育成すべきである」については、主婦・主夫（62.7％）が最も割合が
高く、次いで無職（60.1％）となっている。「ヒグマの事故や被害を防ぐ地域の体制を構築すべきで
ある」については、自営業（農林漁業）（65.1％）が最も割合が高く、次いで学生（60.0％）となっ
ている。 

【居住年数別】 

「ヒグマを捕獲する技術者を育成すべきである」については、5～10年未満（66.7％）が最も割合が
高く、次いで 20 年以上（56.5％）となっている。「ヒグマの事故や被害を防ぐ地域の体制を構築す
べきである」については、5～10年未満（55.6％）が最も割合が高く、次いで 10～20年未満（53.5％）
となっている。 

問６ あなたが必要と考えるヒグマ対策について、うかがいます。 

北海道や関係する機関が、今後さらに力を入れていくべき取組を、次の中からいくつでもお選びく

ださい。 

n=766 
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居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

20年以上

無回答

5～10年未満

10～20年未満

主婦・主夫

学生

無回答

事務職系

労務職系
職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

無職

その他

無回答

50～59歳

60～69歳

30～39歳

40～49歳

回答しない

年
代

18～29歳

性
別

男性

70歳以上

女性

その他

町村

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

圏
域

道央

道南

道北

釧路・根室

無回答

オホーツク

十勝

全体（n=766）

ヒグマの正しい知識を普

及すべきである

ヒグマを捕獲する技術者

を育成すべきである

ヒグマの事故や被害を防

ぐ地域の体制を構築すべ

きである

52.1 

54.1 

56.0 

49.3 

50.0 

39.2 

48.4 

52.4 

56.7 

49.7 

51.5 

48.1 

47.8 

49.3 

54.0 

60.0 

47.4 

48.1 

53.1 

55.7 

57.6 

55.9 

45.2 

52.6 

55.8 

17.4 

55.0 

57.9 

58.1 

52.8 

53.3 

48.7 

45.1 

53.8 

50.0 

34.7 

64.4 

64.8 

51.2 

47.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

56.0 

57.3 

54.0 

50.7 

61.1 

54.9 

51.6 

57.1 

53.7 

52.4 

66.2 

55.2 

60.9 

55.3 

56.8 

30.0 

63.2 

38.9 

51.9 

54.6 

53.8 

59.8 

60.9 

63.2 

55.8 

34.8 

20.0 

55.3 

58.1 

62.7 

46.7 

60.1 

51.2 

57.7 

50.0 

40.8 

66.7 

54.9 

56.5 

63.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

52.6 

53.9 

48.0 

46.7 

47.2 

56.9 

58.1 

38.1 

53.0 

52.9 

50.0 

56.5 

34.8 

52.0 

53.3 

70.0 

36.8 

46.3 

59.3 

56.7 

50.0 

63.8 

47.0 

36.8 

65.1 

43.5 

35.0 

52.6 

58.1 

53.5 

60.0 

50.0 

50.0 

46.2 

42.9 

51.0 

55.6 

53.5 

53.2 

36.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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居
住
年
数

1年未満

20年以上

無回答

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

主婦・主夫

学生

無回答

自由業

事務職系

労務職系
職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

無職

その他

無回答

50～59歳

60～69歳

30～39歳

40～49歳

その他

回答しない

年
代

18～29歳

性
別

男性

70歳以上

女性

人口10万人未満の市

町村

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

圏
域

道央

道南

釧路・根室

無回答

道北

オホーツク

十勝

全体（n=766）

農地や市街地の周りに電気柵

を設置するなど被害防除対策

を進めるべきである

ヒグマを狩猟や観光の対象と

なる資源として有効に活用す

べきである

生息状況などの調査・研

究を推進すべきである

24.8 

26.3 

28.0 

22.7 

22.2 

15.7 

27.4 

9.5 

29.3 

18.5 

28.5 

24.7 

4.3 

20.4 

28.6 

30.0 

5.3 

31.5 

33.3 

28.9 

24.7 

22.8 

21.3 

5.3 

25.6 

30.4 

15.0 

27.6 

29.5 

28.2 

20.0 

22.8 

18.3 

7.7 

21.4 

36.7 

37.8 

25.4 

23.4 

5.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

9.0 

9.6 

6.0 

8.0 

11.1 

5.9 

9.7 

9.5 

11.5 

7.4 

6.9 

9.1 

4.3 

10.9 

7.4 

30.0 

5.3 

16.7 

16.0 

16.5 

7.6 

6.3 

4.3 

5.3 

14.0 

8.7 

20.0 

7.9 

18.1 

4.2 

33.3 

4.4 

7.3 

7.7 

14.3 

18.4 

6.7 

21.1 

6.9 

5.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

46.3 

48.2 

56.0 

36.0 

47.2 

37.3 

48.4 

33.3 

47.4 

45.0 

51.5 

42.2 

43.5 

46.1 

46.2 

80.0 

36.8 

35.2 

44.4 

53.6 

53.2 

50.4 

40.4 

36.8 

39.5 

30.4 

40.0 

54.6 

52.4 

45.8 

33.3 

46.8 

39.0 

34.6 

21.4 

44.9 

53.3 

49.3 

46.3 

42.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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居
住
年
数

1年未満

20年以上

無回答

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

主婦・主夫

学生

無回答

自由業

事務職系

労務職系
職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

無職

その他

70歳以上

無回答

50～59歳

60～69歳

18～29歳

30～39歳

40～49歳

その他

回答しない

年
代

性
別

男性

女性

人口10万人未満の市

町村

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

圏
域

道央

道南

釧路・根室

無回答

道北

オホーツク

十勝

ヒグマの生息域は良好な

生息環境を図るべきであ

る

その他 無回答

全体（n=766） 31.9 

30.4 

50.0 

30.7 

22.2 

29.4 

37.1 

33.3 

33.7 

28.0 

34.6 

30.5 

34.8 

26.0 

34.6 

70.0 

42.1 

25.9 

43.2 

41.2 

34.2 

32.3 

23.0 

36.8 

32.6 

26.1 

55.0 

34.9 

41.9 

31.0 

26.7 

20.9 

34.1 

26.9 

14.3 

40.8 

33.3 

38.0 

30.5 

36.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

4.7 

3.4 

8.0 

6.7 

8.3 

3.9 

4.8 

14.3 

2.2 

6.9 

6.9 

3.2 

13.0 

5.3 

3.9 

0.0 

15.8 

3.7 

2.5 

3.1 

7.0 

3.9 

4.3 

15.8 

2.3 

13.0 

5.0 

3.3 

5.7 

4.2 

0.0 

3.2 

7.3 

11.5 

0.0 

4.1 

2.2 

2.8 

4.9 

15.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1.3 

0.4 

0.0 

4.0 

2.8 

0.0 

3.2 

9.5 

0.4 

2.1 

1.5 

0.6 

8.7 

1.3 

0.9 

0.0 

10.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

1.6 

2.2 

10.5 

2.3 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

1.4 

0.0 

1.9 

1.2 

7.7 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

1.2 

10.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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「人とヒグマの共存に関する意識について」の調査を終えて 

 

 

この10年間でヒグマに対して、「大きく不安が増えた」（２７．２％）、「不安が増えた」（４５．

４％）とする回答が合わせて 7 割を超え、ヒグマに対する不安が増したと感じている道民が多

くなっている。 

 

ヒグマの生息域と人の生活圏との距離については、「人の生活圏に明らかに近づいてい

る」（３６．９％）、「人の生活圏に既に入ってきている」（４１．１％）との回答が合わせて 8 割近

くを占め、人とヒグマとの距離が近づいていると感じている道民が多くなっている。 

 

自身で行うヒグマ対策については、「出没情報に気をつける」とする回答が最も多く（R6：

６１．６％、H28：３３．６％）、次いで「ゴミの適切な処理」（R6：３７．３％、H28：２７．７％）、「特

に何もしていない」（R6：２７．９％、H28：３４．５％）、「鈴や笛など音の出るものを持参して人

の存在を知らせる」（R6：１９．５％、H28：３８．３％）の順となっており、前回調査に比べ、「出

没情報に気をつける」は倍近くに増加し、ヒグマの出没に対する関心が高い様子が伺えるな

ど、道民の意識に変化が見られる。 

 

『【A】捕獲して積極的に数を減らすべき』と『【B】できるだけ殺さずに対応すべき』の考え

方については、「A」（２６．０％）、「どちらかというと A」（３３．０％）の回答が合わせて 59.0%

（H28：２２．９％）であり、あつれきの高まりを踏まえ、生息数を減らす必要性を感じている意

見が増えている。 

 

北海道や関係機関が今後さらに強化すべき対策として望むものは、「ヒグマ捕獲の技術者

育成」が最も多く（５６．０％）、次いで「被害を防ぐ地域の体制構築」（５２．６％）となり、捕獲

や防除の体制強化の必要性を感じている道民が多くなっている。 

 

調査結果は、北海道ヒグマ管理計画（第２期）（計画期間：令和 4～8年度）の改定の参考

とし、人とヒグマとのあつれき低減に向け、道民ニーズを踏まえた対策を推進していく。 

 

 

（環境生活部自然環境局野生動物対策課） 



 

 


